
子どもたち一人ひとりの個性を尊重する少人数制教育で、豊かな人間性と確かな学力
を育む国本小学校。近年は、「主体性」「自己決定行動力」「共生力」といった「国際コミュ
ニケーション力」を身につける独自の英語カリキュラムを展開し、ICT の活用や SDGs
プログラムなどとともに、未来志向の教育に取り組んでいます。

小学生の英語教育だから
さまざまな力が大きく伸びる
　本校は、創立者の有木春来先生の「子
どもたちの成長の根幹は心の教育、情操
教育にある」という教えをもとに、１ク
ラス 25名の少人数制で、児童一人ひと
りに向き合った教育に長年取り組んでき
ました。また、定評ある英語教育や国語
教育をはじめとするきめこまやかな指導
で、確かな学力を築き、希望する中学校

への進学を後押ししてきました。
　さらに、Society 5.0 と呼ばれる、AI
や IoT といった最先端の情報技術や科
学技術を活用して課題を解決していく
社会の到来に向け、ICT 教育や STEAM
（Science, Technology, Engineering, Art, 
Mathematics）教育、SDGs プログラムへ
の取り組みと、グローバル社会で活躍す
るための「国際コミュニケーション力」
の獲得にも努めています。
　2016 年からは、英語教育を中心とし
た「国際コミュニケーション力」の育成
に取り組んでいます。英語そのものは一
つの言語であり、コミュニケーションの
ためのツールです。「聴く」「話す」「読む」
「書く」といった英語の４技能を総合的
に高めることは、例えば英検合格には欠
かせません。ただ、本校の目指す「国際
コミュニケーション力」とは、単なる英
語力よりも一回り大きい概念で、英語を
学ぶ過程で育まれる「主体性」「自己決

定行動力」「共生力」というグローバル
社会で生き抜くために必要な力を意味し
ます。
　なぜ英語教育によってこうした力が
養われるのか。さまざまな要因がありま
すが、表現力豊かでフレンドリーなネイ
ティブ教員の影響はとても大きいと考
えられます。１年生から始まる本校の英
語の授業は、ネイティブ教員１名と日本
人教員２名の３名が協力して行うチーム
ティーチングで展開。子どもたちは日本
人教員の丁寧なサポートを受けつつ、ネ
イティブ教員からは発音や抑揚だけでな
く、表情、身振り手振りといったボディ
ランゲージも交えた、「伝えるための英
語表現」を学んでいます。

国語力を基礎とした英語教育と
英語でのプログラミング教育
　本校の英語教育は、その基礎に国語教
育を据えています。「聞く」「話す」「読

む」「書く」英語の４技能を発揮するには、
まず日本語での読解力や文章構成力、表
現力が必須だからです。
　日本人の子どもたちは、十分な英語力
を持っていても、英語での読み書きや討
論に苦労するケースがよくあります。そ
の理由は、母語である日本語での読み書
きする力や考える力が十分に養われない
うちに英語を話す環境に入れたからで、
補習として国語の勉強を取り入れれば、
子どもたちの英語での表現力も向上しま
す。
　一方、プログラミング教育では、英語
力とプログラミングスキルの向上を図る
ため、英語科の教員によるオールイング
リッシュでの授業も行っています。プロ
グラミング言語が英語をもとにしている
ことや、直感的な操作も多いため、子ど
もたちも比較的スムーズに英語での授業
に馴染んでいます。

オーストラリア海外英語研修で
英語学習意欲が高まる
　授業で培った国際コミュニケーション
力を大いに伸ばすことができるのが、夏
休み期間中に３年生以上の希望者を対象
に実施するオーストラリア海外英語研修
です。現地でホームステイをしながら、
英会話スクールに通って生きた英語を学
ぶほか、地元の小学校を訪問して同じ年
の子どもたちとも交流します。前校長の
小林はオーストラリアの日本人学校に３
年間赴任していたため、信頼できるホス
トファミリーや現地の小学校ともつなが
りがあり、本校の児童に最適なプログラ
ムを作り上げています。

　約１週間の滞在ですが、
実際に英語を母語とする
国での生活を体験すること
で、子どもたちは「英語を
話せるようになりたい」「海
外の子どもたちと友達にな
りたい」「いろいろな国に
行ってみたい」といったさ
まざまな夢を持つようにな
り、英語を学ぶ意欲が一段
と高まります。また、オー
ストラリアの雄大な自然環
境を目の当たりにし、異文
化に触れることが、子ども
たちには非常によい経験に
なっているようで、グロー
バルな感覚を身につける第
一歩となっています。
　この海外英語研修です
が、小学校で海外研修を取
り入れている学校は滅多に
ないため、保護者の方も「小学生にはま
だ早いのでは」と思われていたのか、実
施初年度の参加者は5名のみでした。た
だ、参加した児童やその保護者からの評
判はよく、２年目、３年目と少しずつ増
えていき、手応えをつかんだところで残
念ながらコロナ禍によって一時中断。３
年ぶりの再開となった 2024 年度の募集
には、なんと 60名もの応募がありまし
た。コロナ禍で海外渡航への心理的な
ハードルが上がっているのではないかと
いう心配があったのですが、それ以上に
保護者の方々に、この試みを評価してい
ただけたことに感謝しています。
　今年度も、現地での子どもたちの声や

帰国後の保護者の方の声を参考に、
今後、より充実したプログラムへと
ブラッシュアップしています。

できないことを
できるようにするのが
教育
　「英語の国本」という評価が定着
したためか、学校説明会などで「英
語の授業についていけるか心配で
す」や「入学前から英会話スクール
に通ってなくても大丈夫ですか？」
といったご相談をよく受けるように

なりました。答えは「まったく心配いり
ません」の一言です。英語はもちろん、
環境学習や行事など、本校の取り組みに
興味を持ち、本校で学びたいという意欲
のある子どもたちであれば、ぜひ国本小
学校にいらしてください。
　入学前になんでもできる子どもはいま
せん。誰でも、得意なことや苦手なこと
があります。私たちは、そうした子ども
たち一人ひとりと向き合い、できないこ
とをできるように、教え、導き、支えて
いきます。保護者の方には、学校は子ど
もたちが日々成長していく場であり、私
たち教職員はそれを全力でサポートする
役割を担っているということを理解して
いただき、どうか安心して、そして期待
して、子どもたちを送り出してください。
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